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星
空
の
眺
め
が
楽
し
い
季
節

と
な
っ
た
。
天
頂
に
昴
が
閃せ

ん
せ
ん々

と
輝
き
、
そ
れ
を
追
い
か
け
て

オ
リ
オ
ン
が
昇
っ
て
く
る
。
山

の
頂
か
ら
鋭
く
光
る
シ
リ
ウ
ス

を
首
星
と
す
る
大
犬
が
飛
び
出

そ
う
と
し
て
い
る
。
何
億
光
年

も
の
遠
い
星
々
が
無
数
に
存
在
す
る
広

大
な
宇
宙
。
そ
れ
ら
も
、
私
達
の
体
も
、

全
て
の
物
質
は
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
が
存
在

す
る
こ
と
で
形
作
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
今
年
の
７
月
、
つ
い
に
ス

イ
ス
に
あ
る
欧
州
合
同
原
子
核
研
究
所

で
そ
の
粒
子
の
存
在
を
ほ
ぼ
確
認
し
た

事
が
報
じ
ら
れ
た
。
宇
宙
誕
生
の
謎
を

探
る
新
し
い
時
代
だ
。

　
な
ん
で
も
、
一
周
27
㎞
の
大
型
加
速

器
で
光
速
近
く
ま
で
加
速
し
た
陽
子
と

陽
子
と
を
正
面
衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
ヒ

ッ
グ
ス
粒
子
が
一
瞬
姿
を
見
せ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
私
に
は
何
の
こ
と
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
い
ま
、
全
長
約
30

㎞
の
直
線
ト
ン
ネ
ル
に
超
伝
導
の
加
速

器
と
ビ
ー
ム
制
御
装
置
を
配
置
し
、
更

に
高
精
度
な
実
験
が
で
き
る
装
置
を
日

本
の
北
上
山
地
か
脊せ

振ふ
り

山
地
に
建
設
す

る
案
が
あ
る
と
い
う
。

　
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
が
、
私
に
は
ギ
リ

シ
ャ
神
話
や
伝
説
の
星
座
の
世
界
が
何

と
も
心
地
よ
い
。
古

い
に
し
え
び
と

人
の
思
い
に
触
れ

た
気
に
な
る
。北
西
の
空
に
北
十
字（
白

鳥
座
）
が
直
立
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
季

節
に
ふ
さ
わ
し
い
光
景
が
展
開
す
る
。

（
千
）

和と洋がみごとに融和された演奏

中
野
市
文
化
芸
術
協
会
40
周
年

　
10
月
27
日
（
土
）
市
民
会
館
で
、
中
野
市
文
化

芸
術
協
会
40
周
年
記
念
事
業
木
村
俊
介
コ
ン
サ
ー

ト
『
音い

ん

象し
ょ
う』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
、
佐
渡
の
鼓こ

童ど
う

・
伊
那
の
田で

ん

楽が
く

座ざ

・
青
森
で
の
津
軽
三
味
線
の
修
行
を
経
て
、
現

在
は
国
際
的
な
和
楽
器
奏
者
（
笛
、
津
軽
三
味
線

他
）と
し
て
活
躍
中
の
方
で
す
。ま
た
作
曲
・
編
曲
・

舞
台
監
督
も
手
が
け
ら
れ
、
加
藤
登
紀
子
さ
ん
の

娘Y

や

 え

ae

さ
ん
の『
あ
い
を
よ
る
お
も
い
を
つ
む
ぐ
』

の
作
曲
や
坂
東
玉
三
郎
さ
ん
演
出
の
鼓こ

童ど
う

『
ア
マ

テ
ラ
ス
』(

京
都
南
座
・
歌
舞
伎
座
他)

に
楽
曲
・

詩
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
中
野
市
で
は
、『
中
野
市
婦
人
の
つ
ど
い
』『
中

野
市
成
人
式
』『
北
部
公
民
館
20
周
年
記
念
事
業
』

な
ど
に
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
庁
か
ら
の
依
頼
で
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
音
楽
祭
に
招し

ょ
う
へ
い聘

出
演

さ
れ
国
際
的
に
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
人
間
関
係
の
煩わ

ず
ら

わ
し
さ
が
な
く
、
尊
敬
す
る

ゲ
ス
ト
を
招
い
て
自
分
の
表
現
し
た
い
音
楽
で
生

活
で
き
る
今
、
幸
せ
で
す
」
と
語
る
木
村
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

12

あおぞら

公
民
館
の
文
化
祭
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中央・北部・西部・豊田

～
豊
田
公
民
館
～

～
中
央
公
民
館
～

∞（
無
限
大
）
の
可
能
性
を

　
　
　
　
　
末
広
が
り
に
未
来
へ
！

　
今
年
で
第
８
回
の
豊
田
公
民
館
文
化

祭
は
「
ふ
る
さ
と
豊
田
の
∞
（
無
限
大
）

の
可
能
性
を
呼
び
覚
ま
そ
う
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
10
月
26
日
（
金
）
～
28

（
日
）
日
の
３
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　
作
品
発

表
展
示
会

で
は
、
写

真
や
タ
ペ

ス
ト
リ
ー

な
ど
、
新

た
に
９
つ

の
団
体
及

び
個
人
の

参
加
が
あ

り
、
に
ぎ

わ
い
が
増
し
ま
し
た
。
油
絵
や
写
真
、

リ
ー
ス
な
ど
見
て
い
て
楽
し
く
、
自
分

も
何
か
は
じ
め
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

初
参
加
の
着
物
愛
好
会
カ
ト
レ
ア
に
よ

る
着
付
け
教
室
で
は
、
参
加
者
が
実
際

に
着
付
け
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
立
ち
姿

や
髪
型
ま
で
も
整
え
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。

　
音
楽
芸
能
発
表
会
で
は
、
コ
ー
ラ

ス
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
、
今
年
初
参
加

の
豊
井
小
学
校
コ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
な
ど

16
団
体
が
発
表
し
ま
し
た
。
豊
田
民
踊

会
、
花
房
流
藤
華
水
恵
会
が
舞
踊
を
踊

る
姿
は
曲
の
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う

で
し
た
。
後
半
は
怒
涛
の
和
太
鼓
三
連

続
で
、
豊
田
も
み
じ
太
鼓
、
豊
田
故
郷

太
鼓
、
豊
田
公
民
館
和
太
鼓
教
室
の
太

鼓
の
音
が
腹
に
ま
で
響
き
、
心
地
よ
く

体
と
心
を
震
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
中
野

市
消
防
団

音
楽
隊
に

よ
る
素
晴

ら
し
い
演

奏
で
最
後

を
締
め
く

く
り
、
過

去
最
高
の

盛
り
上
が

り
で
文
化

祭
は
幕
を

閉
じ
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
素
晴
ら
し
い
文
化
祭

と
な
っ
た
の
も
、
豊
田
地
区
で
活
動
す

る
個
人
や
団
体
の
チ
カ
ラ
で
す
。
こ
う

し
た
活
動
が
末
広
が
り
に
続
い
て
い
く

よ
う
に
、
公
民
館
は
今
頑
張
っ
て
い
る

方
々
や
、
何
か
を
始
め
る
方
々
を
こ
れ

か
ら
も
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
中
野
市
文
化
芸
術
協
会
が
主
催
し
て

い
る
中
野
市
総
合
文
化
祭
は
、
今
年
で

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
40
周
年
記
念

事
業
、
芸
能
祭
、
文
化
祭
と
3
回
に
わ

た
り
文
化
芸
術
鑑
賞
を
通
し
、
多
く
の

皆
様
に
芸
術
の
秋
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
10
月
27
日（
土
）に
40
周
年
記
念
事

業
「
木
村
俊
介
コ
ン
サ
ー
ト
音い

ん

象し
ょ
う

」
を

開
催
し
、
笛
、
三
味
線
、
箏
、
バ
イ
オ

リ
ン
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
紡つ

む

ぎ
出
す

音
の
世
界
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
10
月
28
日
（
日
）
に
「
芸
能
祭
」
を

開
催
し
、
芸
能
部
門
の
22
団
体
が
、
ダ

ン
ス
、
琴
、
三
味
線
、
民
謡
、
舞
踊
な

ど
24
演
目
を
発
表
し
ま
し
た
。
子
ど
も

達
の
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
や
、
大
人
の
円

熟
さ
れ
た
芸
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）
に
は
、

文
化
部
門
の
11
団
体
が
「
文
化
展
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
絵
画
、
写
真
、
華
道
、

書
道
、
短
歌
、
俳
句
な
ど
249
作
品
が
中

央
公
民
館
全
館
に
展
示
さ
れ
、
鑑
賞
さ

れ
た
方
か
ら
感
嘆
の
声
が
も
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
中
野
華
道
会
に
よ
る
お

茶
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
多
く
の
来
館

者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀

もみじ太鼓の勇壮な響き！

個人参加者も力作ぞろい！

みんな一生懸命

見事な華道展示に魅了

市
民
の
手
で
創
る
芸
術
の
秋
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特
集 公民館の文化祭

～
北
部
公
民
館
～

～
西
部
公
民
館
～

▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀▲▼▲◀

　
北
部
公
民
館
で
は
、
地
域
文
化
創
造

祭
第
26
回
文
化
祭
を
10
月
27
日
（
土
）・

28
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
27
日
は
元
中
野
市
中
央
公
民
館
長
で

現
在
は
三
重
県
に
在
住
さ
れ
て
い
る
水

谷
正ま

さ
し

さ
ん
の
講
演
会
が
あ
り
、
中
野
市

で
の
公
民
館
の
思
い
出
や
現
在
お
か
れ

て
い
る
公
民
館
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
作
品
展
で
は
、
平
岡
小
学
校
児
童
や

平
岡
地
区
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
は
じ

め
、
北
部
公
民
館
の
講
座
や
サ
ー
ク
ル

活
動
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ん
の
作
品
の
展
示
、
新
井
出
身
の
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
20
㎞
競
歩
で
活
躍

さ
れ
た
藤
沢
勇
選
手
に
関
す
る
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
の
展
示
も
あ
り
、
大
勢
の

市
民
が
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

　
28
日
は
芸
能
祭
が
お
こ
な
わ
れ
、
合

唱
や
大
正
琴
な
ど
の
演
奏
、
長
丘
小
学

校
児
童
の
合
唱
と
ダ
ン
ス
の
発
表
、
高

社
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
の
ぞ
み

の
郷
高
社
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

の
発
表
が
あ
り
、
最
後
に
子
ど
も
達
の

バ
レ
エ
で
会
場
が
盛
り
上
り
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

藤沢勇選手のユニフォーム等の展示

和太鼓一
い ち

道
ど う

塾
か い

の演奏

　
西
部
公
民
館
は
、
11
月
10
日
（
土
）・

11
日
（
日
）
に
第
22
回
文
化
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。
玄
関
で
は
安
源
寺
子
ど
も

会
の
皆
さ
ん
が
植
え
て
く
れ
た
花
や
、

片
塩
子
ど
も
会
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
グ

ラ
ス
デ
コ
作
品
が
来
館
者
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。
作
品
展
で
は
地
域
の
方
や
団

体
が
作
っ
た
陶
芸
、
生
け
花
、
チ
ョ
ー

ク
ア
ー
ト
等
様
々
な
作
品
の
他
に
、
高

丘
小
学
校
、
中
野
平
中
学
校
の
生
徒
作

品
や
、
西
部
公
民
館
主
催
の
講
座
で
作

っ
た
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ

ク
ス
、
実み

木き

草く
さ

く
ら

ふ
と
、
ア
ロ
マ
ク
ラ

フ
ト
、
盆ぼ

ん

景け
い

等
の
作

品
が
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
11
日

の
芸
能
祭
で
は
、
琴

や
謡
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

バ
レ
エ
、
キ
ッ
ズ
ダ

ン
ス
な
ど
19
団
体
の

多
彩
な
発
表
が
あ
り
、

日
頃
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
て
大
勢
の

来
場
者
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

点て

前ま
え

茶
席
や
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
体
験
も
あ

り
、
文
化
祭
会
場
は

大
盛
況
で
し
た
。

艶やかな琴と尺八の演奏

とてもキュートなケイキ（子どもの）フラ

色とりどりの作品たち

集
い
・
学
び
・
交
流

地
域
文
化
の
創
造
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明
治
二
二
年
四
月
延
徳
村
が
成
立
し
、
五

月
小
学
校
の
名
称
も
延
徳
小
学
校
と
な
っ
た
。

本
校
は
大
熊
竜
水
寺
、
支
校
は
新
保
本
光
寺

で
あ
っ
た
が｢

小
学
校
令｣

が
制
定
さ
れ
た

二
三
年
頃
か
ら
新
設
校
建

設
が
話
題
と
な
っ
て
き
た
。

　
二
四
年
に
は
更
に
関
心

が
高
ま
り
、
大
熊
・
新
保
の
二
校
案
。
東
西
、

南
北
と
も
僅
少
距
離
と
い
う
理
由
か
ら
一
校

案
。
位
置
は
浸
水
を
考
え
小
高
い
中
央
部
分

の
恵え

比び

寿す

山
か
荒こ

う

神じ
ん

山
（
現
在
地
）、
と
い

う
よ
う
に
し
ぼ
ら
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、｢

小
学
校
令｣

で
は
教
育
費
は

主
と
し
て
、
市
町
村
の
負
担
に
委ゆ

だ

ね
ら
れ
て

お
り
、
市
町
村
に
と
っ
て
苦
し
い
負
担
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
延
徳
村
の
場
合
郡
長
の

指
導
で
一
校
、
場
所
は
村
議
会
で
決
定
、
と

な
っ
た
。

　
竜
水
寺
と
本
光
寺
は
学
制
以
来
、
現
在
の

延
徳
小
学
校
の
本
流
と
し
て
常
に
そ
の
位
置

に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
近
世
末
の
松
代
藩
時
代

寺
子
屋
の
本
流
と
し
て
の
竜
水
寺
と
、
中
野

天
領
と
し
て
の
本
光
寺
の
流
れ
か
ら
き
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　
二
五
年
三
月
の
村
議
会
で
は
、
本
・
支
校

が
以
前
か
ら
あ
る
の
で
一
校
指
定
は
反
対
と

郡
長
に
申
出
し
た
が
校
数
一
つ
、
位
置
大
字

三
ツ
和
日
向
と
県
知
事
の
許
可
済
み
と
い
う

返
答
で
あ
っ
た
。
八
月
の
村
議
会
で
大
激
論

の
末
、
荒
神
山
（
三
ツ
和
日
向
）
へ
建
設
が

よ
う
や
く
決
定
し
た
。

　
狭
い
高
台
を
選
ん
だ
理
由
は
、
村
民
の
結

集
し
た
熱
意
が
な
か
っ
た
た
め
で
、
授
業
と

衛
生
上
の
観
点
の
み
か
ら
の

質
素
な
校
舎
で
あ
っ
た
。

　
新
保
区
へ
の
配
慮
・
納
得

と
い
う
点
か
ら
、
冬
季
三
カ
月
は
本
光
寺
に

分
教
場
設
置
、
荒
神
山
の
地じ

均な
ら

し
は
大
熊
区

の
労
力
奉
仕
で
、
校
舎
建
設
の
半
額
は
大
熊

区
で
拠
出
、
と
大
き
な
負
担
を
地
元
に
建
て

る
こ
と
で
背
負
わ
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
沢

　
邦
男
）

　
大
熊
公
民
館
の
１
年
間
の
行
事
を
紹
介
し

ま
す
。
公
民
館
事
業
は
３
月
の
敬
老
会

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
熊
地

区
は
菌き

ん
た
け茸

類
の
栽
培
者
が
多
い
た
め
例

年
こ
の
時
期
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
市
内
の
安
藤
さ
ん
ご
夫
妻
に
よ

る
マ
ジ
ッ
ク
（
手
品
）
シ
ョ
ー
を
楽
し

ん
だ
後
、
懇
親
会
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

一い
ち
げ
い
ろ
く
そ
う

迎
六
送
会
で
は
子
ど
も
達
が
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。
一
迎
六
送
会
は
、
毎
年

３
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
新
１
年
生
を
迎

え
、
中
学
校
へ
入
学
す
る
６
年
生
を
送
る
会

で
す
。
７
月
の
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
祭
り
に
は
、

区
・
育
成
会
で
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
特

に
当
地
区
は
、
外
国
か
ら
の
研
修
生
が
大
勢

住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
合
同
で
参
加
し

今
年
も
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
は
、

ハ
イ
キ
ン
グ
や
外
国
研
修
生
と
の
料
理

教
室
な
ど
行
事
は
目
白
押
し
で
、
遊
ぶ

こ
と
あ
り
学
ぶ
こ
と
あ
り
で
す
。
年
明

け
早
々
に
は
、
児
童
参
加
の
ど
ん
ど
焼

き
、
そ
り
大
会
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
先
月
の
文
化
な
か
の
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
児
童
の
塾
通
い
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
活
動
に
加
え
少
子

化
に
よ
り
参
加
者
が
少
な
く
、
行
事
日
程
を

決
め
る
の
も
大
変
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も

当と
う

役や
く

を
決
め
る
場
合
に
引
き
受
け
手
が
な
く

大
変
苦
労
を
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
気
持
ち

よ
く
役
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
組

織
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

 

（
大
熊
分
館
長

　
金
子

　
信
満
）

大 熊 分 館
延
徳
村
の
成
立
と
小
学
校
建
設

ふ
る
さ
と
の
歴
史

こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

安藤さんの見事なマジック

　
10
月
28
日
（
日
）、
中
野
市
立
図
書
館

で
「
奇
跡
の
連
携
！
東
日
本
大
震
災
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
き
～
石
巻
で
の
１
年

７
ヶ
月
よ
り
」
と
題
し
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
共
同
代
表
の
吉
村
誠
司
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
で
支
援
活
動
し
た

経
験
か
ら
、

各
個
人
の

得
意
技
を

生
か
し
て

地
元
の
ニ

ー
ズ
に
応

じ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
て

い
て
、
重

機
を
使
っ

た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
、
津
波
に
よ
る
が
れ
き
で
神

社
へ
の
道
が
な
く
な
り
、
大
切
な
お
祭
り

が
で
き
な
い
た
め
、
な
に
は
さ
て
お
き
通

れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
た
こ

と
。
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
も
分
か
ら
ず

茫
然
と
し
て
い
た
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
を
み
て
一
緒
に
仕
事
を
始
め
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
。
私
た
ち
が
被
災
地
に

行
っ
て
、
お
土
産
を
買
っ
て
く
る
こ
と
も

経
済
支
援
と
な
る
の
だ
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

図
書
館
ま
つ
り

　
　
　
文
化
講
演
会



５ 文化なかの /12.12

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

講　座　名 日　　時 場  所 講　師 備　　　考
中
　
央

公
民
館

中央公民館ギャラリー　　ちょっと前の中野写真展

西
部
公
民
館

シニア大学
12月7日～３月1日
（各 金曜日）
午後１時30分～３時
（全11回）

西部公民館

大学教授の講座
や健康体操など
様々な講座を11
回にわたり行な
います。　　　

＜参加費＞無料
＜持ち物＞筆記用具
＜その他＞途中からの参加も可能
です。

ものづくり講座 １月12日㈯
午前10時～正午

西部公民館 
料理教室

長野県食生活
改善推進協議会
顧問
原　　　楫 先生

＜定員＞20名
＜受講料＞材料費300円
＜持ち物＞エプロン、三角巾、
マスク
＜申込み＞12月６日㈭から

豊
田
公
民
館

ものづくり
～伝統のまゆ玉
　　　　づくり体験～

１月12日㈯
 午前10時～正午 もみじ荘 信州中野

 ふるさと交流団

＜定員＞40名
＜材料費＞100円
＜入場料＞無料
　　※入浴の場合は実費
＜持ち物＞はさみ、お盆、エプロン

平成25年

2 10月 日㈰

なかの21市民講座なかの21市民講座

午後１時30分～3時
中野市中央公民館

1950年名古屋市生まれ。
財団法人日本気象協会を経て、1992
年初のフリーお天気キャスターとな
る。同年、民間の気象会社  株式会社
ウェザーマップ、2002年には気象予
報士受験スクール 株式会社クリアを
設立。
親しみやすいキャラクターと個性的
な気象解説で人気を集め、テレビや
ラジオ出演のほか全国で講演活動も
行っている。

■問い合わせ先　中野市三好町一丁目４番27号　中央公民館　電話　0269-22-2691

「テレビでは言えない天気の話」「テレビでは言えない天気の話」

３階講堂

演題

お天気キャスター
気象予報士

■プロフィール

森田  正光先生

　東日本大震災や県北部大地震による災害、また温暖化に起因する集中豪雨
や土砂災害、竜巻など、気象にまつわる自然災害が日常的に発生しています。
　いまこそ市民に防災減災の意識を高めて頂くために講演会を計画しました。

講師

駐車場が狭いので、車の方はなるべく相乗りでお出かけください。

日時 会場

入場無料



冬
の
晴
れ
間
／
一
本
木
（
月
岡
尚
雄
）ノスリ／柳沢(倉田昭平)

　　　公民館報『文化なかの』  特集：中央・北部・西部・豊田公民館の文化祭

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

　
神
経
を
集
中
し
て

　
　
　
的
を
め
が
け
て
、
ひ
と
吹
き
！

　
吹
き
矢
は
、
精
神
統
一
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消

が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
の

は｢

中
野
吹
き
矢
愛
好
会｣

の
皆
さ
ん
で
す
。

　
直
径
13
ミ
リ
、
長
さ
120
セ
ン
チ
の
筒
の
先
か

ら
重
さ
0.2
グ
ラ
ム
の
矢
が
、
一
瞬
に
し
て
10
メ

ー
ト
ル
先
の
的
に
突
き
刺
さ
り
ま
す
。
（
初
心

者
は
5
メ
ー
ト
ル

か
ら
で
良
い
と
の
こ
と
で

す
）

　
的
の
中
心
に
刺
さ
っ
た

時
は
、
と
て
も
爽
快
だ
そ

う
で
す
。

　
活
動
は
西
部
公
民
館
で

月
に
二
回
、
第
一
・
第
三

の
火
曜
日
に
、
午
後
七
時

半
か
ら
九
時
ま
で
行
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
お
越
し
下

さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

花と季節の写真募集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季

節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
。

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花
の

名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー

ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。随
時
募
集
し
ま
す
。

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

宛　先

A.K

柿たちの冬／奥手山（小林照美） 落陽の落ち葉／小舘(小林幸成)


